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京都大学構内遺跡調査要項

京都大学埋蔵文化財研究センター要項

第1:条京都大学に埋蔵文化財研究センター（以下「センター」という。〉を置く。

第2条 センターは，京都大学敷地内の埋蔵文化財についての調査研究及びその保存のため必要な業

務を行う。

第3条センターにセγター長を置く。

2 センタ｝長は，京都大学の専任の教授をもって充てる。

3 センター長の任期は， 2年とし，再任を妨げない。

4 センター長は，センターの所務を掌理する。

第4条センターに，必要に応じて，助教授，劫手その他の職員を置く。

第5条 センターに，調査研究及び保存に関する業務を処理するため，研究部を置く。

2 研究部に主任を置き，前条の教官をもって充てる。

3 主任は，研究部の業務をつかさどる。

第6条 センターにセンターの事業に関する基本的計画，人事その他管理運営に関する重要事項を審

議するため，運営協議会を置く。

2 運営協議会は，次の各号に掲げる委員で組織する。

(1) センター長

(2) センターの研究部の主任

（里）前2号以外の学識経験者のうちから総長の委嘱した者若干名

(4）事務局長及び施設部長

3 センター長は，運営協議会を招集し，議長となる。

4 前各項に規定するもののほか，運営協議会の運営に関し必要な事実は，運営協議会が定める。

第7条 この要項に定めるもののほか，センターの組織及び運営に関し必要な事項はセンター長が定

める。

センター長西JII 幸治（工学部教授） 運営協議会委員足利健亮（教養部助教授）

運営協議会委員小野山節（文学部教授） 今 久保庭信一（事務局長）

。 川又良也（法学部教授） 。 石黒 弘（施設部長）

。 池田次郎（理学部教授） 研究部主任清水芳裕（文学部助手）

。 久馬ー剛（農学部教授） 研究部研究員五十川伸矢（文学部助手）

。 上回正昭（教養部教授） イP 浜崎一志（工学部助手）

今 島地 謙（木材研究所教授） 今 宮本一夫（文学部助手）

。 東村武信（原子炉実験所教授） 。 菱田哲郎（文学部助手）

。 底地利明（文学部助教授） 。 三宅由美（施設部教務補佐員）

~ 鎌田元一（文学部助教授） 事 務 室和田俊司（施設部事務官）

~ 山中一郎（文学部助教授） 今 中村美代（施設部事務補佐員）

。 石田志朗（理学部助教授） 。 菅原令子（施設部事務補佐員）
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京都大学構内遺跡調査要項

京都大学構内遺跡調査会規約

第l条 この会は，京都大学構内遺跡調査会（以下「調査会」という。）と称し，京都大学の委託によ

り同大学構内における建築物新営工事等に伴い必要な敷地内の遺跡調査を行うことを目的と

する。

第2条調査会は，事務所を京都市左京区北白川西町財団法人阪本奨学会内に置く。

第3条調査会は，第l：条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1）京都大学の委託により行う当該敷地内の埋蔵文化財についての発掘調査

一（2）前号の調査により出土した埋蔵文化財の保存，管理に関する事項の審議

(3）埋蔵文化財の調査に関する発掘調査概要報告書の作成

(4) その他必要とする事項

第4条調査会に次の役員を置く。

(1) 会長l名

(2）委員

イ 京都大学の学識経験者若干名

ロ 新営工事等の敷地の属する京都大学の部局の長または部局附属施設の長

ハ 新営工事等の敷地の所在する地域の文化財保護行政当局の推薦する者若干名

(3）監事若干名

2 会長は，前項2号イの委員の推薦する者とする。

3 会長の任期は2年とし，再任を妨げない。

4 委員及び監事は，会長が委嘱する。

5 第l：項第2号ロ及びハの委員は，当該敷地内の遺跡調査に関する委員としての任務が終わっ
たときは，退任する。

第5条会長は，調査会を代表し，業務を総括する。

2 委員は，委員会を構成し，委員会の議決に基づく業務を執行する。

3 監事は，調査会の会計を監査する。

第6条委員会は，会長及び委員をもって組織する。

2 委員会は，会長が招集し，議長となる。

3 委員会は，新営工事等の敷地が京都市以外の地域にある場合で，必要と認めたときは，部会

を匿くことができる。

第7条第3条の発掘調査の実施に当たるため，調査会に調査班を置く。

2 調査班は，調査延長，調査員及び調査補助員をもって組織する。

3 調査班長は，委員会の議に基づき会長が委嘱する。

4 調査員及び調査補助員は，調査班長の推薦により会長が委嘱する。

第8条調査会の事務を処理するため，調査会に事務局を置く。

2 事務局に職員若干名を置く。

3 職負は，会長が任免する。

第9条調査会の経費は，京都大学から支出される調査委託費をもって充てる。

第10条調査会は， 4月1日に始まる年度ごとに，事業報告書及び収支決算書を作成し，監事の監査

を経て，年度終了後3ヶ月以内に委員会の承認を受けるものとする。

第11条 この規約に定めるもののほか，調査会の運営に関し必要な事項は，会長が定める。
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京都大学構内遺跡調査要項

調査委員会

会長 池田次郎（理学部教授）

委員 川上 賞（工学部教授） 石岡志朗（理学部助教授）

亀井節夫（理学部教授） 西村 進（理学部助教授）

西川幸治（工学部教授） 足利健亮（教養部助教授）

小野山節（文学部教授） 清水芳裕（文学部助手）

大山喬平（文学部教授） 建本信雄（事務局庶務部長）

規約第4条l項（2）ロ

伊藤洋平（医学部長） 半田 肇（医学部附属病院長〕

川島良治（農学部長）

規約第4条I；項（2）ハ

浪貝 毅（京都市埋蔵文化財調査センター所長）

泉 拓良（奈良大学助教授）

監事 金 光男（施設部企画課長） 西村幸雄（農学部事務長）

馬場停次（医学部事務長） 有原満雄（医学部附属病院管理課長）

事務局

事務局員 和田俊司（施設部事務官〉 松本一代（調査会事務員）

調査班

調査班長・主任清水芳裕，五十川伸矢，浜崎一志，宮本一夫，菱田哲郎，三宅由美

調査員 岩松 準，徐 朝龍，竹村恵二，田島 公，玉田芳英，寺島千春，

三浦英樹，宮川禎一，森本 晋

調査補助員 出原哲生，上野京子，内田良子，加茂友基，川島はる代，川杉知恵，

河野一隆，喜始 通，岸本直文，岸本伸子，近藤寿夫，佐立治人，

鈴木克彦，頭師 リエ，高橋克蕎，高橋照彦，谷口由利子，中村直弘，

西川恵美子，畠山佳代子，早瀬美子，樋口恵子，康川 守，福勢千鶴子，

前回美也子，森下章司，山崎加奈恵

作業員 五十棲彰雄，上回助清，右川 清，浮田博文，大野雄一，加藤釧治，

川上ヨシエ，木村謙次，河野佳子，古前健次，斉藤利男，鈴木 功，

田中昭男，田中義博，谷口藤之亮，西川一雄，丹羽金枝，橋本庄次，

橋本俊夫，長谷川智造，林 員光，平木宇三郎，福田文治，前田正明，

射場実信，三谷正三，安田秀男，矢田一夫，山田 勇，吉村利男
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京都大学構内遺跡調査要項

医学部構内ANIS区整理調査班

所在地 京都市左京区吉田近衛町

工事名 医学部基礎校舎新営

調査期間 昭和60年4月1日～同9月30日

面積 1920, 4m' 

班長・主任五十川伸矢，宮本一夫

調査員 2名

調査補助員 7名

北部構内BJ 31区発掘・整理調査班

所在地 京都市左京区北白川追分町

工事名 農学部初期座操作動物実験室新営

調査期間 昭和60年5月24日～同11月30日

面積 624m' 

班長・主任清水芳裕，宮本一夫

調査員 3名

調査補助員 3名

作業員 12名

病院構内AJIB区発掘調査班

所在地 京都市左京区吉田橘町

工事名 医学部附属病院内科系病棟新営

調査期間 昭和60年7月27日～

昭和61年3月31日

面積 4294. 5m' 

班長・主任清水芳裕，浜崎一志，菱田哲郎

調査員 2名

調査補助員 12名

作業員 21名

病院構内AJl9区発掘調査班

所在地 京都市左京区吉田橘町

工事名 医学部内科系臨床研究棟新営

調査期間 昭和60年9月27日～

昭和61年3月31日

面積 3000m' 

班長・主任五十川伸矢，宮本一夫

調査員 4名

調査補助員 11名

作業員 16名

京都大学構内遺跡の調査体制

調査委員会 調、査班

(A斑〉調査班長ー調査調査補助l一作業
調査主任員 員 ｜員

調査班長調査ー調査補助」作業
(B斑〉調査主任回員 員 ｜員

画自
京都大学埋蔵文化財研究センター 京都大学構内遺跡調査会
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京都大学構内遺跡調査要項

表2 京都大学構内遺跡のおもな調査
（地点は図版1を参照，文献中市Jは京L
大埋文研， 「調」は京大調査会をさす。 f

年度！事塁審l地点｜担当者｜鶴岡遺構｜遺物｜文献｜備考
大正吋農学部11・21演田耕作l書籍・｜ ｜ ｜懸土器’｜雲監：｜
吋農学部｜不明｜藤本理三郎｜ I I 棒｜警官ゐ｜

昭和吋委阪事i｜賭清さる｜発掘lI ｜弥生土器｜毒思惑｜
9年｜奈監：； J
i梅原末治｜発掘｜ I ｜鱗棺，玉｜概36

l吋 t~I ｜梅原末治｜ ｜｜ ［麗土器 ｜梅原白

昨｜農学部I3 I羽館 易｜採集｜ ｜ ｜縄文土器｜
4何農学部I4 I石田志朗｜採集！ ｜ ｜弥生土器｜埋79I 
47年農学部I5 I ｜採集II 棒｜

｜詔由討前発掘1150ーの袴｜警告土器，｜議官見・I！筋量
追紬蔵I6 I富男翻｜事前発掘16001 ｜警告土器 ｜調利
教養部［ 7 ｜藤岡向II！裏話［ ｜ ｜縄文土器問731
48年農学部I8 I中村一司 131瓦溜l鰯’ l駒 Sbl瓦溜醸し
農学部I9 I中村純［事融掘16001 ｜監事器’｜中柑31
農学部IIO I中村徹也｜事前発掘I401 ｜縄文土器｜

植物圏｜い1日I｜同中村 徹馳也l戸事輔前発掘十｜ド4怜00
49年農学部I12 I中村徹也開発掘Isooi l縄文土器｜中村剛｜
農学部I13 I中村徹也｜事前発掘｜叫 ｜縄文土器｜中村河

却年l教養部114I諸山rtt:I事前細川｜ ｜南襲警瓦｜期［
51年結劃 16I泉 拓良｜事前発掘19001躍期i鶴子元｜調77I 
雪El長119！岡田保良｜事前発掘｜哨i~：. 1 奇襲霊瓦，｜襲1·aI 
管Jt~I 29 I吉野愉｜保存｜ ｜ l調77 ｜｜時の移築配復石原
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京都大学構内遺跡調査要項

~~I 書室 ti 地点［担当者 l時間畑町遺物 l 文献 i 備
酬51年l~Hl7匡 I " i泉一翻1200,
［伊山喜l l丹羽佑一l事前発掘1300卜空詮幅瓦下7円
咋！空F""' I 39 ［里E陸長［事前発掘I''°l!i霊？［南襲
j吋J：：＿！~：発掘1120噛 l 高騨瓦 l~ 
l; 9喜I" ! ，，目；（事前発掘I>ml芝ill空語ず昆l樹79 

誌i庁孟譲片前発掘！ 1001喜悶l空語毒誌［函
1~31産 I 56 I季野露雲｜事
至W2劃57I：喜器毒［事前発掘15惜世白JIII臨警子，妻l埋m

年：：! ii!~:;:1'!iJ!~; 
円 T27産i89子一一1151r道路［輔軒F

I~:; I 00 I siJl[~a 1$"~l" 指ア
ザ長II~ ！：：：発掘if~~：：

39 

考

方

を

跡

存

中

発

を

掘

と

墓

存

居

保

査

跡

事

発

測

塚

溝

保

住

地

調

工

し

葬

周

地

穴

現

合

遺

’

断

査

一

構

火

形

現

竪

を

立

に

見

中

調

一

遺



京都大学構内遺跡調査要項

年度（詔ti地点l担当者！霊査員同遺構（遺 物 l元同備
昭和内長of[ 1判長崎琴開発掘！吋鴎l声器瓦 l埋83 I 

;:~'.: I i11~::~1~! i静重量ト榔.I 
f X28! I llO I浜崎一志向発掘l村世土器鵡：弘｜埋83 ! 

司日11I菜喜JI!犠l事前「凶＇l,tl韻埋
芸都reI ［分布査1I 11員自；： I 

壊8 3 

7年日亘（ ［泉拓良［試掘l叩土器！蕗毒抵 l埋8 4 

TF1 

詰 3震1

富蜘山喜｜ ［泉拓良一可事代 盟：－
fr29置｜咋野鞍｜事前発刊［野［毒F器諒i榔6
号苫謹l哨野巌l事前発可8031鳴：噌l鵡喜，瓦［榔6

叫品置i

1昔F31産l1351 主李JI！君委｜事吋加＇I 号；！~！；語1干綜！埋87 

扮年｜空F19匡｜咋票＝tl事前発司1863
も19匡［
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京都大学構内遺跡調査要項

年度l日ti吋担当者団査員間片岡遺物｜文献l備考
昭和60年
も31普｜咋叶叶
~J :g 11541 量~，「吋51ifili 11~~;,."] 

ば 1,sI U＂叶吋ペ ii盟Ii！晶子｜
l本AZ25部区I1561清水芳裕i立 合II 
をZ3劃1山崎一志｜立合i! 
店J3of 11ss 1書室主計合II l中世間

l清水芳裕｜立 合（ （ l中世包含層

f z22f 11591浜崎一志i立 合1I l遺跡なし

f czsf I吋水村｜立合！！
雪E品山崎一志l立合lI l ｜｜主加し
京宇都府治i｜ ｜思II若葉｜立 合1I 跡なし

雪El9!I円崎一志（立合｜｜ l近世包含層

官J叶水利立合II 
~D33! 1164 I清水芳裕l立 合lI 

日劃 165I iim：案件刊｜ ！奇襲喜 I 合層

f ]321 I吋委理｜立合lI ｜中堅講話 I 合層
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